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若者への投資で未来を切り拓く
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地元事務所

年末に差し掛かると、町田市・多摩市の小学校６年
生の国会見学が多くなります。子供達が少しでも政治
に関心を持ってもらえるように、私も時間の許す限り、
国会議員の仕事から国民主権や間接民主主義等まで、
質問を交えながら小学生の前で話をします。子供達は
真剣に私の話に耳を傾けてくれて、私からの質問にも
積極的に答えてくれます。こうした子供達を前にする
と、日本の将来は明るいと感じると同時に、未来に 
責任を果たす政治をしなければならないと私自身も 
身が引き締まる気持ちになります。

昨年の臨時国会は、まさに「若者への投資」がテーマ
となりました。「働く世代」への支援という観点からは、
国民年金の受給資格期間を25年⇒10年に大幅に短
縮する年金制度改革法案の成立により、約64万人の
方が無年金状態を克服し受給できるようになります。
また、同法案の成立により、厚生年金の適用条件が
週30時間勤務以上⇒週20時間勤務以上に変更され
るなど、大幅に緩和された結果、約25万人の方が新
たに厚生年金の受給資格を得られる見込みです。

また、学生の奨学金制度も大幅に改善されています。
この5年間で無利子奨学金の学生が8.1万人増加した
だけでなく、来年度から所得連動型で返済可能な奨
学金制度も始まります。更には、給付型の奨学金制度
の創設も間近です。

「若者への投資」すなわち学生や働く世代に対する 
政策支援は、特定の世代への優遇策ではありません。 
なぜなら、年金、医療、介護などの社会保障制度は
世代間の助け合いを基本としているからです。現役世
代が高齢・退職世代を支えられなければ、日本の社会
保障制度は成り立ちません。他方で、今の若い世代は、
就職難、給与の伸び悩みや子育てと親の介護のダブ
ルケアなど様々な困難に直面しています。そこで、 
若者や働く世代に対する支援を充実させ元気づけるこ
とで、日本の社会保障制度を持続可能なものとし、 
ひいては、ご年配の方々への安心にもつなげていきたい。
こういう想いで、今後も国政に取り組んで参ります。
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インターンの大学生達との交流は私にとっての貴重な時間です。
若い人達が政治に何を期待しているか、はっと気づかされることも多いからです。
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自民党の経済構造改革特命委員会（委員長：茂木敏充政調会長）の事務局次長として、安倍総理に中間報告を行いま
した。同委員会は、アベノミクス三本目の矢（成長戦略）の取り組みを与党自民党としてバックアップするものです。今回
の中間報告は、①地域牽引企業への重点支援による地域経済の好循環の新展開、②自動走行車や遠隔医療などの近未
来技術と暮らしの結節（イノベーション）、③個人金融資産等の積極
活用の３本柱から成り立っています。このうち、私は、専門分野で
もある金融パートの提言を主に担当しました。ベンチャー投資倍増、
フィンテックの推進、金融機関の〝目利き力〟強化など金融分野に
おける意欲的な提言を盛り込んだつもりです。一億総活躍、働き
方改革、地方創生など政
府の重点政策は、経済の
持続的成長があって初めて、
完遂できるものです。引き
続き、日本経済の再生に取
り組んで参ります。

小倉まさのぶの議員活動（2016年10～12月）

消費者の権利を守るべく、国会で充実した議論を重ねます

地元の町田市や多摩市の皆様の意見を、しっかりと受け止めます

金融経済の専門性を活かして、経済構造改革を推進します

駅前で朝のご挨拶をさせて頂いてます。
（聖蹟桜ヶ丘駅前）

地域や後援会単位で国政報告会を開催しています。

町田市の保護司会や更生保護施設の皆様と関連
予算の打ち合わせ。

毎週末、町田駅前で街頭演説会を開催しています。

時間を見つけて夜も駅に立っています。
（鶴川駅前）

雨の日も週末街頭演説会を開催しています。

経済構造改革特命委員会の役員6名で官邸に赴き、安倍総理に提言を直接手交しました。

衆議院の消費者問題特別委員会で質問。

私は初当選以来、衆議院の消費者問題に関する特別委員会に所属しており
ます。消費者の利益を積極的に保護し消費者から支持される企業が発展する
経済こそ、健全かつ持続可能な経済になりうるとの信念をもって、同委員会で
活動を続けています。今回の臨時国会においても、自民党を代表して質問に 
立ちました。一昨年に導入された『機能性表示食品制度』について、消費者に
誤解を与えないか、消費者の合理的かつ自主的な商品選択に貢献しているか
等について、松本純消費者担当大臣に質問をさせていただきました。同制度
がより消費者に身近な制度になるよう提言して参ります。



若手国会議員として、国内外を駆け回ります

国民目線で納得できる政治に。行財政改革を断行します

45歳以下の国会議員、地方議員、
党員で構成される自民党青年局の役員

（次長兼国際部長）として活動しています。
東日本大震災の後に小泉進次郎青

年局長（当時）が始めたチーム11運動
の一環として、昨年１２月には熊本の
被災地を視察しました。避難所を閉鎖
する等復旧復興に向けた力強い歩み
がみられる一方で、熊本城や阿蘇大
橋など復旧に10年単位の月日を要す
る被害もあります。熊本の皆様から国
への要望を承るとともに、熊本の教訓
を首都直下地震や南海トラフ地震対策
にどのように活かしていくのか深く考
えさせられる視察になりました。

また、自民党における対台湾責任者
（国際部長）として、昨年だけで３度
台湾に足を運び、その都度蔡

さいえいぶん

英文総
統とも面談しました。台湾は外交安
全保障や経済等の観点から非常に重
要なパートナーであり、また随一の親
日国でもあります。こうした台湾との
架け橋を担って参ります。

このほか、昨年の参議院選挙で
18歳選挙権がスタートしたこともあ
り、大学生を中心とした若者との意
見交換をする機会も増えました。

本年も、自民党行政改革推進本部の主査（兼事務局次長）として文部科学省、農林水産省、財務省の予算査定を行い
ました（自民党の『事業仕分け』と言った方がわかりやすいでしょうか）。もとより政治家は地域のために業界団体のために
予算を獲得するのには一生懸命ですが、予算を削ることには前向きでありません。しかし、自民党の中で、誰かが無駄な
予算を削る努力をしなければ、財政難に陥っている政府の支出は増
加する一方になってしまいます。そして、こうした負担を背負うのは、
利益誘導のない一般の納税者です。要望を受けている予算を削ると
いう行為は、政治家として恨まれることはあっても喜ばれることはあ
りません。また、予算を削られる省庁も懸命に反論するので、専門
家と相対するには、こちらも勉強しなければなりません。仮に不勉強
のまま、必要な予算まで削ってしまえば、かえって国益を損ねます。
こうした責任の重大さを噛みしめながらも、私の査定を通じて、毎年
の予算案が国民の皆さんの納得を得られるものになればとの想いで、
行財政改革に取り組んでいます。 河野本部長ほか行革推進本部の役員と記者会見に臨みました。

仮設住宅の見守り職員達と意見交換をしました。阿蘇大橋の崩落現場を視察いたしました。

台湾の国慶節（建国記念日）に蔡英文総統と面会。 国民党の青年議員団も訪問してくれました。

自民党青年局と公明党青年局の合同イベント。 
大学生達と「議員のイメージ」について語らいました。

早稲田大学の「大隈塾」の1コマ。民進党の小川
代議士とパネルディスカッションを行いました。



国会で会いましょう！

南大谷小学校

衆議院の国会見学は、平日だけでなく土･日、休日も受けつけています。お一人でもご家族でもお仲間でも
安心してご覧いただけますので、見学をご希望の方は、担当までお気軽にご連絡ください。
国会見学担当スタッフ：髙橋･齋藤　
電話 03-3508-7140　 メール info.oguramasanobu@gmail.com  ご連絡お待ちしています！

町田市立成瀬中央小学校

町田市立南成瀬小学校

町田市立南第一小学校
多摩市立多摩第二小学校 町田市立山崎小学校

町田市立相原小学校町田市立南つくし野小学校 町田市立町田第一小学校

町田市立南大谷小
学校

町田市立本町田東小学校

多摩市立東落合小学校

町田市立鶴川第二小学校

町田市立成瀬台小学校 町田市立町田第二小学校

町田市立大蔵小学校

町田市立忠生第三小学校

町田市立南第四小学校

多摩市立聖ヶ丘小学校

町田市立南第三小学校

町田市立小山田小学校

町田市立鶴川第一小学校
町田市立小山中央小学校

この他、
町田市立忠生小学校、

町田市立町田第六小学校、
町田市立藤の台小学校、
町田市立高ヶ坂小学校の

皆さんにも
お越しいただきました。

町田市立七国山小学校


